
コ
ロ
ナ
感
染
を
予
防
し
、

事
業
を
安
全
に
再
開
す
る

た
め
と
し
て
、
プ
ロ
野
球

会
で
は
定
期
的
に
選
手
全

員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

す
る
そ
う
で
す
。

な
ら
ば
休
業
で
き
ず
、

し
か
も
「
３
蜜
」
状
態
に

お
か
れ
る
医
療
、
介
護
、

保
育
・
障
害
者
福
祉
施
設

な
ど
で
は
、
国
の
責
任
で

職
員
や
患
者
・
利
用
者
な

ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
定
期

的
に
実
施
、
安
全
な
職
場

を
確
保
す
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
す
。
今
、
こ
れ

ら
の
職
場
で
は
感
染
状
況

が
把
握
で
き
な
い
た
め
、

毎
日
「
極
度
の
緊
張
」
状

態
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

県
保
険
医
協
会
が
行
っ

た
調
査
（
関
連
記
事
４
面
）

に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
に
よ

る
患
者
の
受
診
抑
制
で
経

営
は
平
均
で
医
科
８
割
、

歯
科
で
は
７
割
の
施
設
で

減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

由
利
組
合
総
合
病
院
で

は
、
感
染
者
が
出
た
た
め

外
来
診
療
を
２
週
間
中
止

に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、

深
刻
な
事
態
と
な
り
ま
し

た
。診

療
報
酬
は
２
０
１
０

年
以
降
連
続
引
き
下
げ
ら

れ
、
そ
れ
に
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
す
。
医
療
機
関
か
ら

は
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。介

護
施
設
も
通
所
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
中
心
に
事
業

継
続
に
か
か
わ
る
大
き
な

減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
４
面
）

２
１
回
総
会
で
は
介
護

事
業
所
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

は
じ
め
国
、
自
治
体
へ
の

コ
ロ
ナ
対
策
要
望
等
を
議

論
、
課
題
や
運
動
方
針
を

確
定
し
ま
す
。

（1） 社保協通信№116 2020年7月6日 E-mail akisya8356353@yahoo.co.jp

秋
田
県
社
保
協

７
月
１
１
日
（
土
）

第
２
１
回
総
会

開
催

秋
田
県
社
保
協
第
２
１
回
総
会
は
、
７
月
１
１
日
（
土
）
午
前
１
０
時
か
ら
、

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
尚
、
芝
田
英
昭
教
授
（
立
教
大
学
）

講
演
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
か
ら
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、
国
保
税
子
供
の
均
等
割
額
の
減
免
を
検
討
す
る
自
治
体
の
増
加
、

公
立
・
公
的
病
院
再
編
統
合
問
題
で
は
全
県
の
市
町
村
議
会
で
意
見
書
が
採
択
さ

れ
、
保
育
副
食
費
補
助
な
ど
で
運
動
が
前
進
し
ま
し
た
。
い
ま
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多

く
の
県
民
が
新
た
な
苦
し
み
の
中
に
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
・
福
祉
に
対
し
て
も

国
、
自
治
体
が
し
っ
か
り
対
策
す
る
よ
う
運
動
を
進
め
ま
す
。

№116
2020年7月6日

秋田県社会保障推進協議会
秋田市中通6丁目1-56-5

電話 018-835-6354

Fax 018-832-0203

（４） 社保協通信№116 2020年7月6日 E-mail akisya8356353@yahoo.co.jp

夏
至
が
過
ぎ
今
年
も
折
り

返
し
た
。
日
常
に
コ
ロ
ナ

禍
が
な
い
交
じ
り
心
ざ
わ

つ
く
日
々
が
過
ぎ
る
。
こ

の
厄
災
は
「
今
だ
け

自

分
だ
け

金
だ
け
」
の
あ

り
様
を
見
直
し
、
本
当
に

必
要
な
も
の
は
何
か
、
不

安
を
の
り
越
え
ど
こ
に
漕

ぎ
出
す
べ
き
か
、
を
私
達

に
問
う
て
い
る
。
混
乱
の

中
、
見
識
あ
る
人
々
が
確

信
を
持
っ
て
そ
れ
に
応
え

論
じ
始
め
て
い
る
。
一
日

も
早
く
、
差
別
な
い
命
と

生
活
を
目
指
し
て
と
も
に

漕
ぎ
出
し
て
い
き
た
い
。

６
月
２
５
日
に
名
古
屋

地
裁
は
「
い
の
ち
の
と
り

で
裁
判
」
で
生
活
保
護
基

準
引
き
下
げ
を
不
当
と
す

る
原
告
請
求
を
棄
却
す
る

判
決
を
だ
し
た
。

非
正
規
労
働
者
が
２
千

万
人
を
こ
え
、
社
会
保
障

切
捨
て
の
も
と
、
生
活
保

護
申
請
が
激
増
し
て
い
る
。

申
請
を
受
付
け
な
い
「
水

際
作
戦
」
の
増
加
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

困
難
な
中
、
生
き
る
必

要
な
も
の
を
権
利
と
し
て

頑
張
る
原
告
を
励
ま
し
て

い
こ
う
。
（
Ｇ
）

コ
ロ
ナ
対
策
に

万
全
を
つ
く
せ
！

も
う
待
て
な
い
！

秋
田
県
保
険
医
協
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」
で
は
、

患
者
数
は
昨
年
の
４
月
と

比
較
で
は
、
医
科
で
８
割
、

歯
科
で
７
割
が
「
患
者
数

が
減
っ
た
」
と
回
答
、
収

入
に
つ
い
て
も
「
減
っ
た
」

と
の
回
答
が
医
科
で
８
割
、

歯
科
で
も
７
割
に
の
ぼ
り

ま
す
。
さ
ら
に
医
科
で
１

割
、
歯
科
３
割
で
診
療
日

数
の
制
限
や
休
診
、
休
診

予
定
と
回
答
、
医
療
機
関

の
日
常
診
療
、
経
営
に
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

医
療
物
資
の
在
庫
で
は
、

医
科
・
歯
科
と
も
マ
ス
ク

や
手
指
消
毒
剤
の
「
充
足
」

が
５
割
に
満
た
な
い
状
況

で
あ
り
、
「
在
庫
な
し
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
防
護
服
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
で
も
、
医
科
で
約
半

数
が
「
在
庫
な
し
」
、
歯

科
で
防
護
服
に
つ
い
て
約

半
数
が
「
在
庫
な
し
」
と

回
答
、
不
足
が
深
刻
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
は
「
検

査
の
依
頼
が
あ
っ
た
」
と

す
る
回
答
が
６
割
以
上
、

さ
ら
に
そ
の
中
の
６
割
以

上
が
「
検
査
を
拒
否
さ
れ

た
」
と
回
答
さ
れ
、
医
師

が
必
要
と
判
断
し
て
も
保

健
所
か
ら
拒
否
さ
れ
る
な

ど
、
不
安
の
な
か
診
療
を

し
て
い
る
」
等
、
現
場
か

ら
の
切
実
な
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

国
・
自
治
体
へ
の
要
望

で
は
、
医
科
歯
科
と
も
に

「
損
失
補
償
」
の
支
援
策

を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

＊日時詳細は

同封チラシ参照

「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」

全
国
最
初
の
判
決

新型コロナウイルスの影響
新型コロナウイルス感染拡大で秋田の医療・介護施設ではどんな影響がでているの
か、秋田県保険医協協会緊急アンケート結果と渡部幸雄介護部会⾧（ケアマネジャー）
からの実態報告です。

県
保
険
医
協
会
調
査

医
科
８
割
、
歯
科
７
割
で
減
収

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
よ
り

患
者
激
減

医
科
１
割
歯
科
３
割

診
療
日
制
限
や
休
診

Ｐ
Ｃ
Ｒ
保
健
所
か
ら

検
査
拒
否

不
安
の
中
、
診
察

マ
ス
ク
や
手
指
消

毒
剤
資
材
不
足
深
刻

「
損
失
補
填
」
支
援

多
く
の
事
業
所
で
「
自
分
の
事
業
所

か
ら
新
コ
ロ
ナ
感
染
は
出
し
た
く
な
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
過
度
な
対
応
と
も
言

う
べ
き
対
応
状
態
が
発
生
。

①
面
会
制
限
②
職
員
へ
私
生
活
含
め
て

徹
底
し
て
自
粛
生
活
」
を
指
示
、
管
理

者
は
現
場
職
員
へ
の
注
意
喚
起
に
必
死
。

特
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
は
仕

事
、
私
生
活
面
で
精
神
的
負
担
が
大
き

い
。
「
自
分
が

感
染
を
持
ち
こ

ん
だ
ら
ど
う
し

よ
う
…
」
と
思
い
詰
め
不
安
感
が
大
き

く
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る

状
態
。

②
県
外
か
ら
家
族
、
親
族
が
来
た
場
合

は
、
ど
こ
の
都
道
府
県
か
ら
来
た
場
合

で
も
２
週
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
止
。

ど
ん
な
ケ
ー
ス
で
も
「
２
週
間
自
宅
待

機
し
て
下
さ
い
」
と
の
対
応
。
当
然
一

人
暮
ら
し
の
ケ
ー
ス
の
場
合
孤
立
状
態

に
な
る
問
題
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
よ
り

報
告
。
福
祉
的
視
点
や
「
生
活
を
支
え

る
」
な
ど
到
底
考
え
ら
れ
な
い
状
態
。

③
全
国
的
に
介
護
事
業
所
の
収
入
減
少

と
の
報
告
が
あ
る
。
特
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
減
収
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
秋
田
市
内
で
は
若
千
の
利
用
控
え

が
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
「
利
用

控
え
、
制
限
」
の
影
響
は
少
な
い
。
感

染
者
発
生
が
な
い
、
少
な
い
地
域
性
か
。

●
混
乱
と
感
染
へ
の
恐
怖
が
拡
大
し
、

利
用
者
の
生
活
支
え
る
、
絆
、
人
間
関

係
」
が
希
薄
に
な
つ
た
。

●
「
こ
の
家
の
人
は
介
護
施
設
に
勤
務

し
て
い
る
」
な
ど
介
護
職
員
へ
の
「
風

評
被
害
」
も
で
て
い
る
。
介
護
人
材
不

足
中
で
「
使
命
感
」
で
必
死
に
働
く
介

護
従
事
者
へ
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

（
介
護
部
会
長

渡
部
幸
雄
氏
談
）

介
護
職
場

「
感
染
恐
怖
」
で
メ
ン
タ
ル
に

外来患者数

国、自治体への支援

防護服

ＰＣＲ検査依頼

県保険協会アンケートより

保険診療収入

国
、
自
治
体
は

抜
本
支
援
を
！


